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図書館トータルシステムＬＩＢＲＯＳ稼動報告

１． はじめに

近鉄奈良駅よりバスで１５分、県護国神社北側に

位置する本学は設立後２８年の短大で、生活科学、

初等教育２学科があり、学生数は約１，３００人、専任・

非常勤の教職員は２００人である。図書館は司書４

名で、サービスの数値では水準をクリアーしてい

るが、蔵書はやや小規模で運用図書は約４３，ｏｏｏ凧

所蔵雑誌は約５５０種である。

２．ＬＩＢＲＯＳを使った業務のあらまし

ー トータルシステムの中味－

当館がパーソナル・コンピューター（ＮＥＣ

ＰＣ－９８ＧＯシリーズ）と図書館トータルシステム

ＬＩＢＲＯＳによる業務の機械化を始めてから７年目

になる。コンピューターは利用者のデータ検索お

よびＣＥト ＲＯＭ資料閲覧のための１台を含め、 現

在５台使用しており、それぞれの用途に応じて

ＣＤ－ＲＯＭドライブやハードディスク、 専用電話

回線等を接続し、当初からトータルシステムとして

稼動することを目指してきた。このＬＩＢＲＯＳ を

使った当館の業務の概要を紹介する。

（１） 図書整理業務

１）選言．；・・・・ＭＡＲＣ（Ｊ－ＢＩＳＣ、Ｎ－ＢＩＳｃ ゛ の利用

２）発注……選書資料、発注書・伝票作成

３）納品・検収……発注データから必要リスト作成

４）受入……図書原簿、新着図書リスト作成

５）整理……カード目録、冊子体目録作成

な かい み ちこ ： 奈良 佐 保 女 学院 短 期大 学 図 書 館

仲 井 道 子

６）装備……／・＜－コード、図書ラベル作成

７）データベース構築……人力データの検索

※コンピューター化以前のデータは遡及入力

（２） 雑誌管理業務

１）受入・予算管理……新着リスト作成

２）書誌データ管理……所蔵雑誌目録作成

３）雑誌記事索引……特集記事の入力ストック

（３） 情報検索

１）オンライン検索……ｎａｃｓｉｓ－ｉｒ’‘^ 、教育情報

２）オフライン検索……ＣＤ－ＲＯＭ版（ｊ－Ｂｉｓｃ 遡及

検索 ）

（４） 貸出管理業務

１）貸出、予約、返却、延滞督促……各データ作成

２）利用者登録、蔵書マスター

３）利用統計……統計資料・グラフ作成

（５） 図書館予算管理

（６） 文書作成

遡及入力が終了した時点で現在稼動している個

々の業務と蔵書データベースを有機的に関連させ、

真の意味の図書館トータルシステムを機能さぜる

予定にしている。

遡れば機械化以前の２０年間も常にいくばくかの

機器を目録カードやラペル作成に使ってきた。謄

写版から始まり、ポスタール、シュプリンター、

そしてカード複写機、手動や電動の英文・和文タ

イプライター、コピー機や電卓等の機器を使用し

て業務の効率化を図ってきたが、図書館資料組織

化のための必要なツールづくりは十分ではなかっ

た。今や、コンピューターの画面に向かうてのデ

ータ入力と打ち出し、その鮮やかな変転に目を見

張りながらも、更なる段偕に向かっていこうとし

ているところである。



病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａ３，１９９１・１９９２

３．ＬＩＢＲＯＳｎを使った図書・雑誌整理業務

以下に簡単にＬＩＢＲＯＳを使った図書・雑誌整理

業務を説明する。なお、入力はフロントプロセッ

サーとして組み込まれたワープロソフトを使って

行う。

（１） 余裕のある設計

図書整理業務のためのフォームは図１のとおり

である。この例は『 標準外科学アトラス（ 医学書

院刊 ）』のＪ－ＢＩＳＣからの取り込みデータである。

データ画面はカード型の上串下の３画面、２９項

目からなっている。上画面は項目が分類記号、著

者記号、巻数記号から始まり、費目、書名ヨミ人

力のコード、発注月日、納品月日、価格、登録番

号、受入先の台帳作成項目と、以下書名、著者、

出版、対照の各事項ならびに一般注記、内容（ 本

の内容 ）１の書誌事項・備考の１６項目となってい

る。 ちなみに内容は１、２、３と分かれており、

この上画面では書誌事項・備考を記入するように

なっている。

２枚目の中画面は書名索引、著者索引、件名索

引で、上画面で既に入力した書名、著者は計算式

によって自動的に入力される。その他、カード目

録作成時のトレージンク部分、Ｔ．Ａ．Ｓ．（Ｔｉｔｌｅ、

Ａｕｔｈｏｒ、Ｓｕｂｊｅｃｔ）と書誌番号、図書記号、寄贈

番号、配架場所の１１項目である。

３枚目の下画面は内容２、内容３となっており、

本の内容が多岐にわたる場合にここに記入する。

しかし、この例でもわかるように詳述した場合に

も内容３の欄まで使うことはあまりない。

これらの入力にはカード型データベースＤＡＴＡＢＯＸ

を使うのだが、まずメニュー画面で「 メモの設計 」

のメモ情報の出力を見ると、上記の図書業務処理

の各項目の入力可能桁数が出ている。たとえば、

書名は全角１１２文字、著者は７３、出版事項３４、対

照事項３４、一般注記７３、内容１は１８４．５、内容２は

４６４、内容３は２３０となっている。なんと内容 １、

「 文 書 」項 目 と な っ て い る 。

こ の 内 容 項 目 が「 文 書 」項 目 と な っ て い る の は

よ り 多 く の 情 報 が 記 入 で き る よ う に と い う た め で

あ る 。ＬＩＢＲＯＳ は こ れ ま で ＬＩＢＲＯＳ、Ｎｅｗ ＬＩＢＲＯＳ、

ＬＩＢＲＯＳＨ と バ ー ジ ョ ン ア ッ プ さ れ 、 今 の フ ォ ー

ム ＬＩＢＲＯＳＨ に な っ て か ら ３年 が 経 過 し て い る 。

既 に Ｎｅｗ ＬＩＢＲＯＳ の 時 か ら ＭＡＲＣの 取 り込 みが 可

能 で あ っ た が 、 Ｊ－ＢＩＳＣ の ＣＤ－ＲＯＭ 版 に よ る 書 誌

デ ー タ の ダ ウ ン ロ ー ド に よ る 取 り 込 み が 始 ま る と

と も に 、 詳 細 な 内 容 注 記 に 対 応 で き る よ う に な っ

た 。

以 上 の ２９項 目 が 図 書 整 理 業 務 処 理 の た め に 設 け

ら れ 、 初 心 者 で あ っ て も極 め て ス ム ー ズ に 入 力 で

き る よ う わ か り や す く 構 成 さ れ て い る 。 全 集 、 叢

書 も の や 定 期 刊 行 物 の 図 書 の 場 合 は も う ひ と つ シ

リ ー ズ ・ マ ス タ ー の メ モ 帳 を 外 部 フ ァ イ ル 用 と し

て 作 っ て お く と、 イ ン テ ッ ク ス キ ー 項 目 の 入 力 と

フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー の タ ッチ だ け で 入 力 の 大 半 が

済 ひ よ う に な る。 ま た 、 ＤＡＴＡＢＯＸの 人 力 モ ー ド の

機 能 で 追 加 人 力 の「 直 前 」表 示 の 入 力 を 利 用 し た

り 、 デ ー タ の 追 加 以 外 で は デ ー タ コ ピ ー や 、 文 字

列 複 写 ・ 移 動 に よ り デ ー タ 入 力 を 省 力 化 す る こ と

も で き る 。

雑 誌 管 理 の デ ー タ 画 面 は 図 ２ の とお り で 、 雑 誌

『 臨 床 栄 養 』の 場 合 を 例 と し て 挙 げ た 。 こ れ に は

受 入 、 予 算 管 理 お よ び 書 誌 デ ー タ の メ モ 帳 が あ る 。

購 入 に 関 す る 情 報 記 載 が 必 要 な 雑 誌 に は 、 受 け

入 れ 時 に 受 入 ・予 算 管 理 の メ モ 帳 フ ォ ー ム の 受 入

号 数 １～ ２２に 価 格 、 所 蔵 最 新 号 、 最 新 受 入 月 日 、

次 号 予 定 日 、 本年 度 受 入 状 況 、 特 集 の 各 項 目 に 入

力 を す る 。 た だ し 、 受 入 号 数 が ２２号 を 超 え る も の

に つ い て は 、 １ヵ 月 単 位 の 合 計 額 を ま とめ て 記 入 す

る 。 入 力 後 、 新 着 雑 誌 一 覧 を 打 ち 出 し 、 書 誌 デ ー

タ の メ モ を マ ス ター フ ァイ ル 、 受 入 ・ 予 算 管 理 を ト

ラ ン ザ ク シ ョ ン フ ァ イ ル と し て 更 新 処 理 を す る。

そ の 結 果 、 書 誌 デ ー タ の メ モ 帳 は 必 要 な 項 目 が 更

新 さ れ 、 現 況 が 一 覧 で き る よ う に な っ て い る 。 累

積 価 格 に 関 し て は 受 入 ・ 予 算 管 理 の メ モ 帳 に 計 算

２、３を合わせると８７８．５、４００字詰め原稿用紙 ２ 式が設定されている。購入手続きの不要な雑誌は

枚と４行ほども書き込めるのである。ちなみにこ 書誌データ画面に入力するのみである。

の「 内容 」という項目は他の項目が「ＩＮＤＥＸ」項 各論文の記事索引づくりは現在まだ取り組んで

目（ ３項目まで ）と「 通常 」項目であるのに対し、 いないが、次の課題として考えている。

－４９－
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－検 索 用 蔵 書 マ ス ク

‐

－

－

Ｋｓｌｓｈ

８０３４

目
格
費
価

Ｍｉ５３ 巻 数 記 号

９１０９２５ 登 録 月 日 ９１１２１０
大 阪 丸 善

号

日
先

鈴

入

著
発
受

４９４．２１
Ｈｙｏｊｕｎｇｅｋａｇａｋｕａｔｏｒａｓｕ
３６１９１

１分 類 記 号

｜
コ－ ド

１登 録 番 号

｜書 名 事 項 標 準 外 科 学 ア ト ラ ス
ｌ

１著 者 事 唄 三 島 好 雄 ． 相 馬 智 ，武 藤 輝 一 編

医 学 書 院 １９８６
７，４１８ｐ ２６ｃｍ

欧 文 索 引索 引次目疾 患 名巻 末 ：佐 藤 文 明 ［ 他 ］
・

一執 筆

項
項
記

事
事
注

版
照
般

出
対
一

害

転

僧

脈

―

障

・

／

動

２

鎖

性

炎

大

９４

閉

発

膜

性

４

ヽ
原

心

駐

１

ｙ

鼎

頭

癌

症

／

水

肺

窄

瘤

／

｀
縮

脈

血

胸

脈

動

出

み

動

大

脳

膿

大

部

性

／

／

腹

圧

患

症

／

血

疾

移

瘤

高

腺

転

脈

／

状

管

動

症

形

甲

血

火

栓

奇

／

大

部

血

脈

瘍

／

胸

脈

静

屋

形

／

静

動

腺

奇

患

部

脳

下

心

疾

深

｀
耳

／

心

／

瘤

／

瘍

性

痩

脈

瘍

腫

血

脈

動

屋

隔

虚

静

脳

髄

縦

／

動

／

脊

／

患

／

瘍

／

変

疾

害

腫

腫

病

弁

障

脳

血

管

脈

行

：

内

血

動

血

容

蓋

の

大

脈

内

頭

肺

／

動

性

／

患

性

ｌ

傷

、Ｉ
’
疾

慢

容

外

性

弁

／

内

／

移

帽

瘤

［ 上 ］

検 索 用 蔵 書 マ ス タ ー

Ｉ書名索引 標準外科学アトラ ス
１
１
＼著者索引 三島 好雄，相馬智，武 藤輝一 編
１
｜件名。索引 外 科診断学／ｇｅｋａｓｈｉｎｄａｎｇａｋｕ

｜１

Ｈｙｏｊｕｎ ｇｅｋａｇａｋｕ ａｔｏｒａｓｕ・

１

Ｔ１

Ｍｉｓｈｉｍａ Ｙｏｓｈｉ０ｅ
ａ

一

●

Ａ

Ｓ

－

１

‐

－

‐

配 架 場 所図 書 記 号 ４－２６０－１２１３９－１ 寄 贈 番 号Ｓ書 誌 番 号

［ 中 ］

－タス検 索 用 蔵 書 マ

瘍
坏
ぐ

性

膿
／

肛
天

内
患

鎖
先

腔

疾
／
／

腹

道
症
腫

／

胆
鎖
芽

患
／

閉

肝

疾
瘍
道
／

這
腫
食

病

食
肝

性
ｇ
／

／

／
天

ｎ

瘍

群

ス
先

ｕ
腫

候

ウ
／

ｒ

ス

症
レ

瘍

Ｐ
ム

・
Ｉ
イ
腫
ｓ

ル

ｒ
／

膜
ｈ

イ

ａ
瘍
腹

ｃ
ウ

・
―
腫
後

ｓ
／

ｈ

腸

の
ｒ
脛

Ｃ

大
他
・
―
芽

一
／

の
Ｈ

経

ｄ
変
そ
／
神

ｄ
病
び
症
／

Ｕ
管
よ
塞
症

Ｂ
腸
お
閉
張

／
性
瘍
管
拡

症
症
腫
化
管

圧
炎
腎
消
胆

血
／
副
の
性

高
瘍
／

児
天

性
腫
症
小
先

管
胃
進
／
び

血
／
充
３
よ

腎
瘍
圧
形
お

／
潰
脈
奇
症

性
門
門
鎖

２
化
／
肛
閉

容
消
患
腸
道

内
／
疾
直
胆

－
‐
－
－
－
－

１
１
１
１
１
１

３１内 容
１

１
１
１

１

［ 下 ］
図 １

－５０
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‐

－

｜コ － ド

ｌ誌 名

｜発 行 所

ｌリンショウェイヨウ

『 臨 床 栄 養 』

医 歯 薬 出 版

雑誌管理１（受 入・ 子算管理）

請求 記号 ４９２ 種別 Ｉｌｌ

受 入先 ベニヤ書店

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０１

１１

９３０
９３０
９３０
９３０
９３０
９３０
９３０

１１２

Ｉ１３

１１４

Ｉ１５

１１６

Ｉ１７

Ｉ１８

１１９

１２０

１２１

１２２

Ｓ刊 行状
１刊 行 頻

｜所 蔵 最 号

況

度

新

Ｉ

Ｍ

｜最 新 号 受 入 月
｜次 号 予 定 日
｜累 積

積

積
積

積
積

累

累
累

累
累

‐

１
－

Ｉ
Ｉ

恪
格
格
格
格
恪

価
価
価
価
価
価

５

９

３

７

－

―

一

一

一

一

１

１

１

１

２

つ

｀

一

一

―

―

０

２

０７月 号（８１０１）
日 ９２０７０８

９２０８０４
４，６５０

６．５１０
６，５１０

６．５１０
６

６

５１０
５１０

｜本年 度 受 入 状 況 Ｚ０５（１７００）
｜特 集 ☆ 特 集 ； 食物 ア レル ギ ー そ の 実 態 と 治 療

‐

－

雑 誌 管 理２（ 書 誌 デ ー タ ）

［ 上 ］

コ ード
誌名

ｌ’Ｊンショリェイヨウ

『 臨 床 栄 養 』

１発 行 所 医 歯 薬 出 版

編 纂 者

請 求 記 号 ４９２ 種 別 Ｉｌｌ
‐

‐

Ｉ

受 入先 ベニヤ書店 Ｋｌ

１誌名 旧題
１
１所蔵 状況
｜

｜欠号
１
１注記
１
１住所

（ 刊 年 ） 所 蔵 ：Ｙｏｌ．３４（１９６９）＊

－Ｔ

｜
刊行状況
Ｉ刊行頻度
ｌ当月受 入月

格
恪
格
限
所
８５

価
価
価
期
場

積
号
本
存
管
本

累
当
基
保
保
製

Ｉ

Ｍ

日 ０７月 号（８１０１）
２１，０７０

７００
７００

閲 覧 室 ， 書 庫

２

１本年度受入状況 Ｚ０５（１７（０）
ｉ総目次・索 引
｜ 最新号 ０７月 号（８１０１）

－

－

Ｉ

図 ２

次号予定日 ９２０８０４

［ 上］

（２） データの収納件数 する事は多いので参考のため一応紹介した。

例として図書整理業務処理のデータ収納件数を

挙げる。これはデータの項目別配列を決定するイ （３） 出力機能 一 魔法の杖・システム３－

ンデックス項目、インテックスキーの設定により 以上のように図書の発注、受け入れ、整理の各

異なってくるのであるが、通常のデータ配列や書 作業段階によるデータ入力を活用するためにＬＩＢ

誌作成のためには分類記号、著者記号、コード ＲＯＳには素晴らしい打ち出し専用のシステム３が

（ 書名ヨミや全集ものの順位 ）にインデックスキ ある。発注時の選書リスト、書店別発注リストと

－１、２、３が設定され、各文字長がそれぞれ７、 発注伝票、発注台帳、また正しく人力していれば

４、２３の計３４宇で、１枚のフロッピーに１，９３０件 く 予算管理を費目別、書店別にあるいは月別に表示、

らい収納できる。登録台帳として登録番号の５字

だけを入れる場合には２，１５０件くらいまで収納でき

る。ハードディスクの時代にフロッピー１枚の収

納はさほど問題にならないかもしれないが、デー

タのバックアップをしｔこ内 、フロッピーで仕事を

５１

出力させることもできる。

発注伝票はカード型、ジープ型いずれも可能で、

書店がジープ型を求める場合もある。カード型の

場合は打ち出し用のカード紙を使うため、受け入

れ時のデ犬



夕入力が完成すれば、必要Ｒ：応じてバーコードラ

ベル、目録カード、冊子体目録、図書原簿が自動

生成されるといっていいくらい気持ちよくできて

しまう。他と比べたことはないが、比べる必要も

感じないほど見事で、システム３はまさに魔法の

杖のようである。もっともカードレスの場合や基

本カードだけという場合には、システム３でなく

人力専用のシステム２のレポート出力を活用して

もさまざまに作成できる。

システム３にはその他、雑誌管理のデータから

所蔵雑誌目録や雑誌記事索引等、容易に作成でき

る。図書整理業務ではこのように自館人力での作

品によって図書の装備や書誌を整えられることが

大切なのではないかと考える。

また、これを応用して図書の登録番号のバーコ

ード作成、貸出管理するための利用者登録証用の

バーコード作成も行っている。さらにスタックコ
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らでも可能な構造のＣＤ－ＲＯＭ版 にしないと役に

立だない。つまり、当館の状況は図書の所在は明

らかになるが、さまざまな検索に耐えるにはまだ

まだという入力の状態だといえる。ＬＩＢＲＯＳＨで

はすでに検索に重点を置いた入力法に移行してい

るにもかかわらず、十年一日の如くのカード書き

から脱けきっていない場合には、ソフトやハード

の発達に伴った機能の豊かさを享受するにはほど

遠いのではないかと思っている。発想を変え、図

書や論文記事に対しデータ業界の切り刻みだけで

ない、内容の総合性と一品としての細目、アイテ

ムを入力していくべきかどうか考慮中である。図

書や論文そのものが主役となるよう光を当て、生

き生きとした資料組織化のためにシステムを最大

限活用していきたいと思っている。

－ドの区別によってさまざまな応用も可能である。 ５．

雑誌管理においては現在受入、予算管理のファ

イルと書誌データのファイル、さらには特集もの

をストックしていくファイルを使っているが、個

ＬＩＢＲＯＳの特性

一 親切なサポートシステムー

々の論文をデータ化する雑誌記事索引はまだ作成

していない。システム３の記事索引打ち出しはセ

ットされていながら活用していない状態である。

４． 使用上の課題一 必要な発想の転換－

以上簡単に説明したが、少しはイメージを浮か

べていただけただろうか。図書整理と貸出管理が

主な業務であるような図書館では、先にも述べた

ように資料の組織化や検索に対する有用性にはす

ぐには応じ得ない雑駁さがあると思う。したがっ

て、業務の方法が機械化してもデータ入力へ向か

う姿勢がまさしく問題なのだと言える。

当館では、図書のデータ人力は一般注記に参考

文献や索引、年表等の構成のあるものは、将来の

利用や見直しに備えて記載してるが、ＭＡＲＣから

の取り込みデータのような件名はまだ記載してい

ない。この場合、書名や内容にいきなり検索をか

けて表示されるのを待つということになるので、

自館のデータをＣＤ－ＲＯＭ版、それも検索はどこか

ここで、本稿のテーマからは少しはずれるが、

ＬＩＢＲＯＳ稼動報告として次の二つの特性をぜひ挙

げておきたい。

一点目はトータルな仕事をするという目的に沿

って中味が吟味され、小さな図書館をサポートし

てくれるあたたか味のあるシステムであること、

二点目は不揃いのデータでもこのシステムを使っ

ている図書館間で共同のデータペース構築ができ

るよう意図されていることである。要するに、利

用者の多様な求めに応じられる態勢を自然に浸透

させていくようなシステムであり、また機械化以

前にはなかなか取り組めなかった蔵書データの共

同構築が可能となる等、図書館としての当然の努

力がなされているシステムだということである。

このＬＩＢＲＯＳは会員制を採っており、お互いに

研修し合うことが会の要目にもなっている。した

がって、研修会では基礎的な研修はもちろんであ

るが、用意されているフォーム集にない業務－ た

とえば貸出管理や蔵書点倹の技術－についても意

見交換や報告がなされる。また、システム導入館

のそれぞれの要望に応じたサポートがなされ、さ

らには先端を行く館の事例が会員館にも広められ

５２－
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ていくという効果的な体制が作られている。

６． 結 ぴ

目下、ＬＩＢＲＯＳは大幅な改訂に挑んでいる。１０

万冊以上の蔵書入力をした館での検索に対応でき

るよう、あるいはトータルシステムとしてオフコ

ンに遜色のないようなリアルタイム処理に対応す

るためである。

ＬＩＢＲＯＳについては『パーソナルコンピュータ ＊２

と図書館 』の第一刷が図書館業務機械化研究会か

ら１９９０畑こ出版されているのでご利用いただきた

い。

＜ 注 ≫

＊１ ＭＡＲＣ：機械可読目録のこと。ＪａｐａｎＭＡＲＣ

は国立国会図書館が作成している日

本国内で発行された図書の書誌情報

データベースのこと。この他にも米

５３

国議会図書館で作成されている

ＬＣＭＡＲＣ（Ｂｏｏｋｓ）やＬＣＭＡＲＣ

（ｓｅｒｉａｌｓ）等、各国のＭＡＲＣがある。

Ｊ－ＢＩＳＣ：ＪａｐａｎＭＡＲＣ（日本全国書誌データ）

のＣＤ－ＲＯＭ版。

Ｎ－ＢＩＳＣ：ニッパンマーク新刊書籍防報のこ

と。日本出版販売株式会社と（社）日

本図書館協会の作成している新刊書

誌データのＣＤ－ＲＯＭ。

ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ： 文部省学術情報センターの情

報検索サービスのこと。これは学術

研究情報を迅速かつ的確に研究者に

提供することを目的として、人文・

社会・自然科学の全分野に：わたって

約２，５００万件にのぼる学術情報を蓄

積し、オンラインにより提供するサ

ービスである。１９９１年度のサービス

データベースは３６種。例えば、目録

所在情報データベースが４種（ 和・

洋図書、和・洋雑誌 ）、ＪＰＭＡＲＣ。

ＬＣＭＡＲＣ等である。




